
５
月
20
日
、
本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

て
第
28
回
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
日
か
ら
の
雨
で
、
開
催
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
気
温
が

低
か
っ
た
も
の
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状

態
も
回
復
し
、
無
事
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
ご
来
賓
、
保
護
者
の

皆
様
、
地
域
の
皆
様
が
た
く
さ
ん
お

集
ま
り
く
だ
さ
り
、
選
手
へ
の
温
か

い
ご
声
援
、
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

赤
組
対
青
組
の
戦
い
は
、
競
技
は

も
ち
ろ
ん
、
仲
間
へ
の
声
援
な
ど
、

３
年
生
を
中
心
に
各
組
の
団
結
力
の

素
晴
ら
し
さ
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
９
番
の
「
応
援
合

戦
」
は
各
組
と
も
か
な
り
の
時
間
を

か
け
て
練
習
し
て
き
た
も
の
で
、
そ

の
組
ら
し
い
工
夫
を
凝
ら
し
た
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。

総
合
の
結
果
は
、
優
勝
青
組
、
準

優
勝
赤
組
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
28

年
度
以
来
の
優
勝
は
、
通
算
青
組
３

回
、
赤
組
５
回
で
す
。

３
年

相
内
力
斗
さ
ん
（
青
組
団
長
）

総
合
優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。
総
合
優
勝
も
う
れ
し
い
の
で
す

が
、
応
援
合
戦
で
勝
て
た
の
が
一
番

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
統
一
感
、

声
、
振
り
な
ど
が
練
習
よ
り
も
で
き

て
い
ま
し
た
。
幹
部
も
空
い
て
い
る

時
間
に
練
習
を
し
て
、
１
、
２
年
生

も
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
勝
て
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
来
年
の
青
組
も
優

勝
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

３
年

吉
田
瑠
稀
さ
ん
（
赤
組
団
長
）

最
後
の
体
育
祭
。
負
け
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
体
育
祭
前
日
ま
で
全
員

が
精
一
杯
声
を
出
し
、
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
行
動
を
心
が
け
て
く
れ
、
団
長

と
し
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
全

員
で
最
初
か
ら
最
後
ま
で
必
死
に
挑

ん
で
く
れ
、
笑
顔
を
大
切
に
し
て
い

た
の
で
良
い
体
育
祭
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
生
か

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

２
年

髙
屋
敷
煌
さ
ん
（
青
組
）

青
組
が
総
合
優
勝
で
き
て
、
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。
来
年
も
油
断
を

せ
ず
に
、
青
組
が
３
年
連
続
優
勝
を

す
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

２
年

木
村
若
聖
さ
ん
（
赤
組
）

結
果
的
に
は
赤
組
は
負
け
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
練
習
か
ら
本
番
ま
で

全
員
が
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
た
の

で
良
い
体
育
祭
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
来
年

は
赤
組
が
勝
て
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
で
す
。

１
年

小
泉
音
さ々
ん
（
青
組
）

初
め
て
の
体
育
祭
で
緊
張
し
た
け

れ
ど
、
と
て
も
楽
し
く
、
先
輩
と
も

仲
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。
来
年
は
、
今
年
の
体
育
祭

を
生
か
し
て
、
委
員
会
の
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
年

番
地
亮
太
さ
ん
（
赤
組
）

初
め
て
の
体
育
祭
で
不
安
、
緊
張

も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
達
一
人

一
人
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
、
体
育
祭
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
先
輩
や
先

生
方
に
頼
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
来
年
は
自
分
か
ら
盛
り
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
体
育
祭
に

携
わ
っ
て
く
れ
た
方
々
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総

合

優
勝

青
組

準
優
勝

赤
組

応

援

①
青

②
赤

綱
引
き

①
青

②
赤

ボ
ー
ル
運
び

①
青

②
赤

③
赤

④
青

リ
レ
ー

①
赤

②
青

③
赤

④
青

長
縄
跳
び

①
２
年

②
３
年

③
１
年

部
活
動
対
抗
リ
レ
ー

①
地
域
ス
ポ
ー
ツ

②
陸
上

競
技

③
野
球

④
バ
レ
ー

ボ
ー
ル

⑤
吹
奏
楽

Ｐ
Ｔ
Ａ
対
抗
綱
引
き

①
赤

②
青

５
月
12
日
、
本
校
講
堂
（
体
育

館
）
に
六
ヶ
所
音
頭
保
存
会
会
長
の

三
戸
秀
子
さ
ん

、
沼
尾
き
み
え
さ
ん

、
田
村

ヒ
ト
ミ
さ
ん

、
村
井
良
子
さ
ん

を
講
師
に

お
迎
え
し
、
六
ヶ
所
音
頭
の
講
習
会

を
行
い
ま
し
た
。

「
六
ヶ
所
音
頭
が

始
ま
っ
た
の
は
今

か
ら
何
年
前
？
」

の
質
問
に
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
は
「
17

年
前
」
「
4
０
０

年
前
」
な
ど
様
々

な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
会
長
の
三

戸
さ
ん

か
ら
、
六
ヶ
所
音
頭
は
昭
和
52

年
に
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
「
手
の
上
げ
具
合
で
意
味
が
変

わ
る
」
「
手
は
へ
そ
の
位
置
で
」
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
は
実
際
に
踊
り
な

が
ら
、
動
き
が
も
つ
意
味
な
ど
を
丁

寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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グ
ラ
ウ
ン
ド
に
歓
声
響
く

体
育
祭
（
運
動
会
）
は
い
つ
頃
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
で
最
初
に
行
わ
れ
た
「
運
動

会
」
は
、
１
８
７
４
年
（
明
治
7
年
）

に
海
軍
の
幹
部
を
養
成
す
る
海
軍
兵

学
寮
で
行
わ
れ
た
「
競
闘
遊
戯
会
」

き
ょ
う
と
う
ゆ
う
ぎ

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時

は
、
馬
術
や
武
術
以
外
に
身
体
を
動

か
す
機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、
イ
ギ

リ
ス
海
軍
か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
物
に

よ
っ
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
短
距
離

走
や
玉
投
げ
、
二
人
三
脚
の
ほ
か

に
、
油
を
塗
っ
た
豚
を
捕
ま
え
る

「
豚
追
い
競
走
」
や
「
お
ん
ぶ
競

走
」
「
目
隠
し
競
走
」
な
ど
の
競
技

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
東

京
の
体
操
伝
習
所
で
、
体
操
の
普
及

を
図
る
「
体
操
術
演
習
会
」
が
開
か

れ
る
と
、
１
８
８
３
（
明
治
17
）
年
に

は
、
綱
引
き
や
球
技
も
行
わ
れ
、
全

国
的
に
「
運
動
会
」
が
広
ま
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

「
運
動
会
」
が
小
・
中
学
校
に
取

り
入
れ
ら
れ
る
き
っ
か
け
に
は
、
伊

藤
博
文
の
も
と
で
初
代
文
部
大
臣
を

務
め
た
森
有
礼
の
影
響
が
あ
る
と
い

も
り
あ
り
と
も

わ
れ
て
い
ま
す
。
森
は
、
特
に
団
体

行
動
や
集
団
訓
練
を
推
奨
し
ま
し

た
。
１
８
８
５
（
明
治
19
）
年
に
は

「
小
学
校
令
」
で
体
操
が
正
式
に
学

校
教
育
課
程
に
入
り
、
運
動
会
も
全

国
の
小
学
校
で
開
か
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

本
校
の
体
育
祭
は
開
校
１
年
目
の

平
成
８
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
は

「
紅
対
白
」
の
対
抗
戦
で
、
対
戦
成

績
は
紅
組
10
勝
、
白
組
10
勝
で
す
。

平
成
28
年
か
ら
は
「
赤
対
青
」
の
対

抗
戦
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
か

ら
は
赤
組
が
４
連
勝
、
そ
の
後
、

青
、
赤
、
青
、
そ
し
て
今
年
の
青
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
体
育
祭
（
運
動
会
）
」
は
、
そ

の
時
々
の
歴
史
の
中
で
、
常
に
変
化

し
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

い
た

二
中
か
ら
の
お
知
ら
せ

本
校
で
は
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
本
誌
面
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
年
度
は
じ
め
に
掲
載
に
つ
い
て
の
確
認
を
し
た
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
の
写
真
は
個
人
が
特
定
さ
れ
に
く
い
よ
う
画
像
を
荒
く
す

る
な
ど
、
個
人
情
報
保
護
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
写
真
や
名

前
な
ど
個
人
情
報
の
掲
載
に
つ
い
て
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
学

校
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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6月 1日(木) 耳鼻科検診
6月 5日(月) 校内研修自主公開発表
6月 6日(火) 貧血検査
6月 7日(水) 全校朝会／歯科検診
6月12日(月) 心電図検査（１年）
6月14日(水) 眼科検診
6月16日(金) 壮行式
6月17日(土) 中体連夏季大会①
6月18日(日) 中体連夏季大会②
6月19日(月)～20日(火) 交換休業日
6月21日(水) 生徒朝会（表彰）

上北事務所長訪問
6月24日(土) 村漢字検定
6月25日(日)～テスト前部活動休み
6月27日(火) 職員会議
6月28日(水) 一学期期末テスト
6月29日(水) 尿検査②

６月のおもな行事

第28回体育祭
百 花 繚 乱

～咲き誇れ！世界に一つだけの花～

株
式
会
社
ル
ナ
サ
ン
ド
様
か
ら
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
用
の
砂
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
毎
年
、
砂
が
風
に
飛
ば
さ
れ

て
し
ま
い
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
し

た
。
野
球
場
や
陸
上
競
技
用
ス
ペ
ー

ス
な
ど
で
活
用
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

５
月
14
日
（
日
）
８
時
か
ら
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
環
境
整
備
作
業
が
あ
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
間
活
動
が
な

か
っ
た
た
め
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
に

な
り
ま
す
。
当
日
は
、
生
徒
、
保
護

者
、
教
職
員
約
70
名
が
集
ま
り
、
花

壇
整
備
や
松
の
葉

拾
い
を
行
い
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

お

礼

体
育
祭
（
運
動
会
）
の
歴
史

六
ヶ
所
音
頭
講
習
会

青組の集合写真

赤組の集合写真



■
第

55
回
上
北
地
方
中
学
校
春
季
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
４
月
22

日
、
23
日

三
沢
市
国
際
交
流
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
）

予
選
リ
ー
グ
は
三
沢
一
中
、
堀
口

中
と
の
厳
し
い
グ
ル
ー
プ
で
し
た
が
、

今
大
会
準
優
勝
と
な
っ
た
三
沢
一
中

か
ら
一
セ
ッ
ト
を
奪
う
活
躍
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

〇
予
選
第
一
グ
ル
ー
プ

三
沢
一

２
対
０

堀
口

堀
口

２
対
０

六
ヶ
所
二

六
ヶ
所
二

１
対
１

三
沢
一

〇
敗
者
復
活
戦
（
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
）

六
ヶ
所
二

１
対
０
泊
・
三
沢
三

〇
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

六
ヶ
所
二

０
対
２

横
浜

■
第

40
回
全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大

会
三
沢
支
部
予
選
（
４
月
29
日
、
三

沢
市
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
ボ
ー
ル
パ
ー

ク
三
沢
）

こ
の
大
会
は
、
勝
ち
進
む
と
８
月

に
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
る
全

日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
の
支
部
予

選
で
す
。

本
校
は
六
ヶ
所
一
中
と
「
六
ヶ
所

合
同
」
チ
ー
ム
と
し
て
試
合
に
臨
み

ま
し
た
。
４
回
ま
で
は
三
沢
二
中
に

０
対
４
と
リ
ー
ド
さ
れ
ま
し
た
が
、

５
回
表
で
４
点
、
６
回
表
で
２
点
を

追
加
し
、
逆
転
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

惜
し
く
も
６
回
裏
で
三
沢
二
中
に
３

点
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
選
手
は
応
援

席
か
ら
の
声
援
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

六
ヶ
所
合
同

０
０
０
０
４
２
０

６

三
沢
二
中
１
２
１
０
１
３×

８

■
第

54
回
上
北
地
方
中
学
校
春
季
陸

上
競
技
大
会
（
５
月
３
日

六
ヶ
所

村
大
石
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）

大
石
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

に
は
、
駐
車
場
が
ほ
ぼ
満
車
に
な
る

ほ
ど
の
た
く
さ
ん
の
方
が
来
場
し
、

少
し
風
は
あ
り
ま
し
た
が
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
の
す
が
す
が
し
い
天
候

の
中
、
白
熱
し
た
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

男
子
３
年
１
０
０
㍍

４
位

栁
田
祐
月
さ
ん

男
子
共
通
２
０
０
㍍

３
位

栁
田
祐
月
さ
ん

女
子
１
年
１
０
０
㍍

１
位

福
岡

凜
さ
ん

女
子
２
年
１
０
０
㍍

１
位

田
村
涼
華
さ
ん

３
位

藤
谷
し
ず
く
さ
ん

女
子
共
通
２
０
０
㍍

１
位

田
村
涼
華
さ
ん

４
位

藤
谷
し
ず
く
さ
ん

（
個
人
は
、
８
位
以
上
の
入
賞
者
を
掲

載
し
て
い
ま
す
）

４
月
26
日
、
午
後
か
ら
第
１
回
参

観
日
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
回

は
各
学
級
と
も
学
級
担
任
が
授
業
を

行
い
ま
し
た
。

授
業
後
の
全
体
会
で
は
、
校
長
か

ら
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
ビ
デ
オ
を
用
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。【
要
旨
は
下
段
に
掲
載
】

生
徒
指
導
部
の
説
明
で
は
、
生
徒

指
導
主
事
乙
供
将
信
教
諭
か
ら
、
本

校
の
教
育
相
談
体
制
や
い
じ
め
防
止

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
会
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
っ
た
「
六
ヶ
所

二
中
生
徒
心
得
」
に
つ
い
て
、
一
部

抜
粋
し
て
紹
介
し
つ
つ
、
ご
家
庭
と

学
校
と
が
協
力
し
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
き
た
い

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

保
健
関
係
で
は
、
桑
野
三
千
代
養

護
教
諭
か
ら
、
中
学
生
の
時
期
の

「
成
長
」
に
つ
い
て
「
睡
眠
」
の
大
切

さ
や
身
近
な
人
と
日
常
的
に
温
か
い

つ
な
が
り
が
あ
る
「
日
常
の
魔
法
」

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、、
其
田
公
人
教
頭
か
ら
文
部

科
学
省
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
基
づ
く
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
）

の
自
宅
へ
の
持
ち
帰
り
に
つ
い
て
、

今
後
の
見
通
し
や
ご
家
庭
へ
の
お
願

い
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
に
は
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
特

に
次
の
こ
と
を
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

・
学
習
目
的
以
外
で
使
用
し
な
い
。

・
友
達
を
傷
つ
け
た
り
嫌
な
思
い

を
さ
せ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と

は
書
か
な
い
。

・
自
分
自
身
や
他
人
の
個
人
情
報

（
名
前
や
住
所
、
電
話
番
号
）
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
上
げ
な

い
。

・
自
分
自
身
や
友
達
の
顔
写
真
な

ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
上

げ
な
い
。

ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご
理

解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

全
体
会
の
後
に
行
わ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
で
は
、
議
長
坂
本
幸
司
さ
ん

の
進
行

の
も
と
、
令
和
４
年
度
の
報
告
と
令

和
５
年
度
の
役
員
案
、
活
動
方
針
案
、

事
業
案
、
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
、

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
活
動
方
針
で
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
「
生
涯
学
習
社
会
の

今
日
、
私
た
ち
は
よ
り
一
層
の
研
修

に
努
め
、
学
校
教
育
支
援
の
た
め
組

織
を
充
実
し
、
み
ん
な
で
集
ま
り
、

み
ん
な
で
話
し
合
い
、
協
力
し
て
活

動
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
目
指
す
。」
と
い
う

事
務
局
案
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
５
年
度
六
ヶ
所
二
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
役
員
は
事
務
局
案
が
提
案
さ
れ

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

会

長

藤
谷

亨
さ
ん

副
会
長
（
成
人
委
員
長
）
浜
飯
愛
子
さ
ん

副
会
長
（
校
外
保
健
委
員
長
）

坂
本
幸
司
さ
ん

副
会
長
（
環
境
委
員
長
）
相
内
淳
也
さ
ん

監

事

中
岫
賢
悟
さ
ん

監

事

小
泉
英
明
さ
ん

母
親
委
員

橋
本
香
織
里
さ
ん

成
人
副
委
員
長

川
村
明
日
香
さ
ん

校
外
保
健
副
委
員
長

相
内
早
苗
さ
ん

環
境
副
委
員
長

橋
本
和
也
さ
ん

参
与
（
校
長
）

天
間
朋
昭

事
務
局
長
（
教
頭
）
其
田
公
人

事
務
局
（
事
務
）

坂
本
貴
子

本
校
で
は
、「
あ
た
た
か
い
学
校

力
の
あ
る
学
校
」
を
「
目
指
す
学
校

像
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、

「
自
ら
学
ぶ
生
徒

心
豊
か
な
生
徒

健
全
な
生
徒
」
を
教
育
目
標
に
日
々

の
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。「

目
指
す
生
徒
像
」
の
一
つ
は
、
粘

り
強
く
学
習
に
打
ち
込
む
生
徒
の
育

成
、
二
つ
目
は
、
互
い
の
個
性
を
尊

重
し
、
他
と
協
調
し
あ
う
生
徒
の
育

成
、
三
つ
目
は
、
自
他
の
安
全
に
関

心
を
も
ち
、
奉
仕
の
心
を
も
っ
て
行

動
す
る
生
徒
の
育
成
で
す
。

こ
れ
ら
を
貫
く
重
要
な
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
「
想
像
力
」
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
想
像
力
に
よ
っ
て
、
自

分
の
未
来
を
考
え
た
り
、
ま
た
、
自

分
以
外
の
ほ
か
の
人
の
立
場
を
考
え

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え

ば
、
目
指
す
生
徒
像
に
あ
る
「
奉
仕

の
心
」
は
、
自
分
の
行
い
が
、
だ
れ

か
の
幸
せ
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
、

他
の
人
の
幸
福
を
想
像
す
る
力
が
必

要
で
す
。
特
に
、「
だ
れ
か
を
喜
ば
せ

た
い
」、「
こ
う
す
れ
ば
喜
ん
で
く
れ

る
の
で
は
」
と
い
う
想
像
力
と
そ
れ

を
実
行
す
る
力
は
、
豊
か
な
社
会
づ

く
り
に
必
要
な
経
験
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
想
像
力
を
鍛
え
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

様
々
な
方
法
の
中
で
、
特
に

○
日
常
的
に
相
手
目
線
で
考
え
る
習

慣
を
つ
け
る

○
自
分
と
違
う
価
値
観
の
人
と
積
極

的
に
交
流
す
る
。

○
読
書
や
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
増

や
す

こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
、
読
書
や
芸
術

な
ど
、
自
分
以
外
と
触
れ
合
う
機
会

を
増
や
す
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

本
校
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
と
お
し
て
、
子
供
た
ち
の
豊

か
な
想
像
力
を
育
む
教
育
活
動
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
は
、
ご
家
庭
、
地
域
の
皆
様
と
学

校
と
の
連
携
、
協
働
が
重
要
で
す
。

そ
の
基
盤
と
な
る
の
が
、
信
頼
関
係

の
構
築
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

本
校
職
員
一
同
、
こ
の
こ
と
を
心

に
と
め
、
保
護
者
の
み
な
さ
ま
の
ご

期
待
、
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、
子
供

た
ち
に
寄
り
添
い
、
一
つ
一
つ
を
丁

寧
に
、
そ
し
て
確
実
に
教
育
活
動
を

進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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こ
の
写
真
は
、
「
鎌
倉
の
大
仏
」
と

し
て
有
名
な
高
徳
院
の
銅
造
阿
弥
陀
如

ど
う
ぞ
う
あ
み
だ
に
ょ

来
坐
像
を
横
か
ら
撮
っ
た
も
の
で
す
。

ら
い
ざ
ぞ
う

像
の
高
さ
が
約
11
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

「
大
仏
像
胎
内
拝
観
」
と
い
っ
て
実
際

だ
い
ぶ
つ
ぞ
う
た
い
な
い

に
大
仏
の
中
に
入
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
中
は
自
然
の
光
が
入
っ
て
く
る
た

め
、
そ
れ
ほ
ど
暗
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
何
よ
り
仏
像
の
内
側
を
間
近
で
み

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
体
験
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
奈
良
の
大
仏
の
よ
う
に

建
物
（
大
仏
殿
）
に
覆
わ
れ
て
お
ら
ず

だ
い
ぶ
つ
で
ん

「
露
坐
の
大
仏
」
と
も
い
わ
れ
、
天
候

ろ

ざ

に
よ
っ
て
違

う
表
情
の
写

真
が
撮
れ
る

こ
と
も
魅
力

に
な
っ
て
い

ま
す
。
背
中
は
、
現
在
は
窓
の
よ
う
で

す
が
、
も
と
も
と
は
制
作
時
に
中
の
も

の
を
外
に
出
す
役
割
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
「
鎌
倉
の
大
仏
」
を

拝
観
す
る
に
は
、
藤
沢
と
鎌
倉
を
つ
な

ぐ
、
江
ノ
島
電
鉄(

江
ノ
電)

を
利

用
し
、
長
谷
駅
で
降
り
ま
す
。

は

せ

「
江
ノ
電
」
は
小
さ
く
て
か
わ
い

ら
し
い
車
両
で
す
が
、
民
家
に
触

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
く
ら

い
近
い
と
こ
ろ
を
通
過
し
た
り
、

急
カ
ー
ブ
が
あ
っ
た
り
と
他
の
鉄

道
で
は
味
わ
え
な
い
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
鎌
倉
全
体
に
い
え
る
こ
と

で
す
が
、
観
光
客
の
多
さ
に
比
べ

て
道
幅
が
狭
い
と
こ
ろ
が
多
い
た
め
、

な
か
な
か
前
に
進
め
ず
、
移
動
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
特
に
雨
で
傘
が
必
要

な
時
に
は
大
変
で
す
。

「
江
ノ
電
」
で
藤
沢
方
面
に
向
か
う

と
、
ア
ニ
メ
で
有
名
な
鎌
倉
高
校
前
駅

が
あ
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
江
ノ

島
駅
（
藤
沢
市
）
に
到
着
し
ま
す
。
江

の
島
は
朝
の
天
気
予
報
な
ど
で
よ

く
登
場
す
る
有
名
な
観
光
地
で
す

が
、
テ
レ
ビ
で
映
る
江
の
島
の
裏

側
ま
で
行
く
と
、
「
江
の
島
岩い

わ

屋
」
と
い
う
洞
窟
が
あ
り
ま
す
。

や洞
窟
に
入
る
と
ろ
う
そ
く
を
貸
し

て
く
れ
る
の
で
、
ろ
う
そ
く
を
持

っ
て
見
学
を
し
ま
す
。
「
江
の
島

岩
屋
」
は
、
空
海
や
日
蓮
が
訪
れ

い
わ
や

た
と
も
い
わ
れ
、
ま
た
、
１
１
８

２
年
（
養
和
２
年
）
に
は
、
源
頼
朝
が

平
泉
の
藤
原
秀
衡
征
伐
を
祈
願
し
た

ひ
で
ひ
ら

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

前
回
と
今
回
は
、
源
頼
朝
や
奥
州
藤

原
氏
に
関
係
の
あ
る
文
化
財
を
紹
介
し

ま
し
た
。

歴
史
の
教
科
書
に
は
、
「
頼
朝
は
、

本
格
的
な
武
士
の
政
権
で
あ
る
鎌
倉
幕

府
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
以
後
、
鎌
倉

に
幕
府
が
置
か
れ
た
時
代
を
鎌
倉
時
代

と
い
い
ま
す
。
さ
ら
に
頼
朝
は
、
義
経

が
平
泉
の
奥
州
藤
原
氏
の
下
に
の
が
れ

も
と

る
と
、
義
経
と
奥
州
藤
原
氏
も
攻
め
滅

ぼ
し
、
東
日
本
を
支
配
下
に
置
き
ま
し

た
。
」
と
あ
り
ま
す
。
幕
府
の
根
拠
地

と
な
っ
た
鎌
倉
に
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
や

つ
る
が
お
か
は
ち
ま
ん
ぐ
う

建
長
寺
、
円

け
ん
ち
ょ
う

え
ん

覚
寺
な
ど
幕
府

が
くに

関
係
す
る
文

化
財
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

コラム日本の文化財② 鎌倉

春
の
各
種
大
会
行
わ
れ
る

大
会
で
得
た
貴
重
な
経
験
を
次
に
生
か
そ
う

第
１
回
保
護
者
参
観
日

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
開
催

新
年
度
に
な
り
、
部
活
動
の
各
種
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
新
入

部
員
が
加
入
し
新
体
制
の
も
と
、
周
囲
の
声
援
を
背
に
全
力
で
臨
み
ま
し
た
。

学
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
要
旨


